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［資料翻訳〕
カーレル・ファン・マンデル『絵画書』より（1）
幸福　輝
fol．198r「ネーデルラントおよび高地ドイツの高名なるlllli家たちの伝記のための序」
最も傑出した画家たちの名声は、後世の人々の記憶や，舌題からたやすく消えることは
ないだろうと多くの人は考えるかもしれない。けれども、われわれの芸術の最も高名な
る実践者たちの名前、生涯、作品などが、信頼できる記述によって記録され、常に記
憶の中に鮮やかであり続けるならば、それらは末商までに伝わって永続的で確かな知
識となり、また、より確実で完壁なものとなるに違いない．．そうすれば、占代の鍬ととも
に絶えず進んでいく「時」によって取りのぞかれ、忘却という墓穴に葬り去られることも
ないだろう，しかしながら、たとえそうだとしても、絵画に関するこのような本を著すた
めに、これほどの熱意と努力とが費やされることに驚く人も少なくないだろう．なぜなら、
多くの人はこうした題材を平凡でとるにたらないものと見なすからである　過去におい
ても、今［1でも、武勲において名をあげた人物だけが、その偉業ゆえに伝記作家の筆
に値すると信じられてきたのである　彼らは、マリウス、スラ、カティリナなどの貧り食
らう檸猛な者たちこそが、われわれの画家たち、すなわち、高潔で芸術的技禰を備え、
一世を風靡した古今の芸術的精霊よりも賛辞に相応しいと考えているのであるt．しかし、
誰であれ、そうした考えが正しいと私に押し付けることはできないだろう　非常に多く
の人々が、ネーデルラント史のlfl［塗られた舞台の年代記や悲劇について、学問的で徹
底した記述を試みてはいるのだが、ともかくも、私はそうした仕事に向かないのである。
その理由は、第・に、経験のなさゆえに生じる難しさからであり、第二には、歴史ヒ
の狂気に満ちた争いの中で生じる不安と危険のためである．だから、もし、私がおこ
がましくも、そうした本を著そうとするならば、キュンティオスに耳をつままれてこう諭さ
れても仕方がないだろう．、これはおまえの｛1：／lではないとzあるいは、こうぼわれるか
もしれない　英雄、戦争、耳障りな火薬の爆「†を記録するのは、おまえには相応しく
ない、筆捌きと絵11唖とがお前の領分なのだど，それゆえ、私は絵1画の、ll・：を丁掛けたい
と思うのである＝私がこの本に惜しみなく費やした労力について、人にとやかく言われ
ることはないだろう，思い起こせば、以前、わが師であるゲントのリュカス・ド・ヘーレは、
著名な画家の伝記というこの題材に詩文形式で着手していた．しかし、これは失われ
て現存せず、また、今後も見つかることはないだろう．それが残っていれば、少なくと
も私にとっては非常に有益だったに違いないのだが、実際のところ、徹底的な調査に
よってしか多くの情報を入f・することはできなかった，イタリアの1呵家に関しては、ヴァ
ザーリの名：作のおかげで作業がずっと容易になった．：ヴァザーリは、非常に広範囲に
同胞の芸術家たちを取りヒげている　そして、その目的を遂行するためには、高名な
フィレンツェ公の名がとても有利に働き、同公の権力と威信ゆえ｛こ、ヴァザーリは多くを
成し遂げることができた．しかし、われらがネーデルラントの有名な画家たちに関して
は、私自身で情報を収集し、年代順にIEしく配列すべく最善を尽くした　協力が得ら
れるようひたむきに願っていたのだが、期待ほどではなかった．なぜなら、こうした試
みに関心を示す人がほとんどいなかったり、あるいは、湿もが稼ぎのよい他のイ1：事にIV
念していたために、私の願いに共感することがなかったからである、そのため、1ヒ妓
年や生地に関わるあらゆる詳細な情報については、必ずしも、常に人丁して記すこと
ができなかった　それでも、私はこうした情報によって、記述をより良く確かなものにす
ることが厄要だと思っていたc．しかし、ときに、それは極めて困難でやっかいな作業と
なった　例えば、父親の生残年を尋ねたときでさえ、人によっては覚えていない、不注
意にも、人はそうした’ll実を文字で残していないのである　いざという時には、少なく
とも、ヴァロやプリニウスにならって、lt：くことができる，すなわち、何年にだれそれとい
う人物がおり、彼らの作品はたいていこの時代やあの時代のもので、誰それという皇
帝、公爵、伯爵の治1［［lrに属するというふうに，駅のである、、ちょうど、前述したこの占
代の著述家たちが、芸術家が生きていたII芋期や作品が制作された時期を、4年ごとの
オリンピック開催時期で区分して1呼んでいるように／t、とはいえ、懸命に努力したことは理
解してもらえるだろう一私はまず、マーセイク出身の高名なる二人の兄弟、ヒユーベル
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トとヤンから始めたい　彼らは、絵具をとても見事に扱い、卓越した素描の術で、われ
われの芸術において驚くべき達成を成就した。このような早い時期にあって、彼らがあ
らゆる点において秀で、才気に溢れていたのは驚くべきことである、というのも、低地
および高地ドイツのどこにおいても、それ以前には名の知れた画家を見いだすことはで
きないからである、さらには、今日まで、芸術を完壁の域にまで押し1：げてきた高貴な
る実践者たちについてできるかぎり記述しようと思う．そして、もし私が誰かを言及し損
なったとしても、知っていながら故意にそうしたとか、悪意を持って無視したとか、勘ぐ
ってはならない　それは、むしろ、情報や知識が不足していたからである　なぜなら、
画家の肉体が塵にかえっていようと、または、存命で活躍し、全能の神から授かった
天賦の才能で世界を驚かしていようとも、私は、誰かを不当に扱おうとは思っていない
からである，また、私が現存の画家についても記述していることをとがめないで頂きた
い、彼らについての記述は、はるか昔に亡くなり、忘れられかけられている画家につ
いてよりも、より詳しく、また、正確な情報と事実に基づくことができたからである，もち
ろん、忘れられた画家について多くの詳細を知りたい人もいるだろうけれど、現存の画
家への言及は、すでに他にも、傑出した著述家たちによって幾度となく成されてきた一
例えば、ヴァザーリはその著作や記述において、ミケランジェロや他多くの画家たちを
存命中にi［lrの人々に紹介し、彼らの名を賛）きの対象として世に広く知らしめたのであ
った，それゆえ、このことに関しては、感謝こそされ、どうか、謎責されることのないこ
とを祈りたい、敬具．
fol．199r「マーセイクのlllll家、ヤンおよびヒューベルト・ファン・エイク兄弟の伝記」
他を凌ぐ賞賛すべき有徳なfl：事や学識をもった注［1すべき著名人のおかげで、われわ
れの愛するネーデルラントは占代から現在に至るまで、高貴で素晴らしい栄光のすべ
てを奪われることはなかった占くからの高潔さにより、勇敢かつ大胆に成し遂げられ
た戦利品に加え、絶えることのない学識の象徴であるロッテムダムのデジデリウス・エラ
スムスという麗しき庭園が生まれて以来、われわれはそれを享受するという偉大な名誉
が∫♪えられたエラスムスはここ数世紀の問、llf代の高貴なラテン語の父として知られ、
輝く翼をもってネーデルラントにウ1ち現れた　寛大なる天は、好意的な自然の産物をも
ってわれわれに絵画芸術において最も素晴らしい名誉ある祝福をiiえた．一．というのも、
彼らの熱心な努ノ」にもかかわらず、才能のあるギリシア、ローマやほかの人々が成し
えなかったことを、ケンペン川身のネーデルラントの有名なヤン・ファン・エイクが発見し
たからである　ヤンは美しいマース川の流れるマーセイクに生まれた　この川はその
名誉により、アルノ川やポー川、また、誇り高きテベレ川に匹敵する．というのも、マー
ス川の川岸にまばゆい光が現れたからであり、そのあまりの輝きゆえに、芸術を愛する
イタリアでさえ全くの驚きをもって見守ることしかできず、フランドルの新しい乳をすわせ
るために「絵画芸術」をその地に送らなければならなかったからである．幼少の時から
ヤンは知性が高く、とても理解が早いliに、気高い精神を有し、素描が得意で、かな
り年ヒの兄、ヒューベルト・ファン・エイクの弟子になった、ヒューベルトは技芸に優れた
画家だったが、誰に学んだのかは知られていない　当時、その未開で孤z］tlしていたこ
の僻地に画家はほとんどいなかったし、また、絵11町作品の優れた作例はまず知られて
いなかったであろうと思われる、管見の限り、ヒューベルトは1366年ごろ生まれ、数年
後にヤンが生まれたと思われる．．彼らの父親が画家であったかどうかはさておき、彼ら
の家庭のすみずみまで芸術的精神が振っていたのだろう、というのも、彼らの妹であ
るマルガレーテ・ファン・エイクもまた有名な1画家になったからである、大きな才’能を有し、
絵画に．一生を捧げた彼女は婚姻の神であるヒュメンとルキナを遠ざけ、精神的なミネル
ヴァとして・生未婚であった、絵画芸術がイタリアからわれわれのネーデルラントに人
ってきたであろうことは閲違いない、それは膠と卵絵具をJl］いた絵画のことであるが、
ジョバンニ・チマブエの伝記に記述されているように、この技法はまずイタリアのフィレン
ツェで1250年に開始された．「フレスコ技法でも絵画が制f乍されるイタリアを別にして、
それ以外の絵画技法は知られていないのだから、ヤンとヒューベルトの兄弟は膠と卵
絵具を用いた技法で多くの作品を制竹…した　様々な国によって大規模な商業がもたら
されたことにより、全ネーデルラントの他のあらゆる都市にもましてブリュージュの町は
多くの富に溢れていた．芸術は高価な報酬を要求し、富の近くに集まるように、ヤンは
多くの種類の商人にあふれるブリュージュの街へと移住した，彼はそこで膠と卵絵具
を用いた板絵を数多く制作した、彼の作品がもたらされた様々な地域では、その偉大
な芸術のゆえに彼はとても有名になった。ある人によると、彼は賢く、学識があり、芸
術の様々な面においてとても創意工夫に富んでいた　数多くの種類にわたる絵具を調
査し、最後には錬金術や蒸留法までも実践した、彼は卵あるいは膠を用いた絵具に、
様々な油からつくられたニスを塗るのに成功した，このニスによって作品に明るく輝くよ
うな光沢が与えられ、大勢の人を喜ばせた。イタリアではこの秘密を解明するために
多くの調査がなされたが、【Eしい技法はついに見つけられなかった。あるII－e、ヤンは
多くの時間と努力、また、労力とを費やして作品を描いたもっとも、彼は常に細心の
注意とIE確さをもってことをなしたのだが。今や当然のことになったが、絵画が完成す
ると、そこにニスを塗って日光で乾かしたが、板材が適切に接合されていなかったり、
n差しが強過ぎると、絵は裂けてしまった。ヤンは作品がこのように失われ、太陽のた
めに破壊されたことにとても困惑し、作品がこのような損傷を絶対に被らないようにしな
ければならないと考えた。こうして彼は膠や卵を用いた絵具とニスの使用とを見合わせ、
屋内でも乾き、直射日光にさらさないですむニスをどのようにしてつくり出すことができ
るかを考えるようになった。多くの油や自然の素材を徹底的に調査し、ついに乾燥した
亜麻仁汕と堅果油が最上であることとつきとめた、これらを他の物と共に煮込むことで、
この世で最も素晴らしいニスができあがった。さらに勤勉で聡明な精神によって絶えず
研究を続けたので、絵具と．ヒ記の油を混ぜ合わせる実験でとてもよい混合比を発見し
た。それはしっかりとよく乾き、乾燥後も耐水性が高く、さらにニスを．L塗りしなくても、
油は色彩をより鮮やかに、より輝かしくさせる効果があった。その一ヒ、彼をさらに驚か
せ、喜ばせたことは、前述のような方法で作られた油を用いた絵具は薄くのび、卵な
いし膠を用いたときと同じような湿り気をもちながら、遥かに扱い易くなっていて、難な
く線を引くことができたということである。絵画制作の新しい技術と方法が完全に完成
されたので、ヤンはこの発見をとても喜んだ。多くの賞賛が外国へも広がり、はるか遠
い国においてさえ評価され、後述するように、キュクロプスやまだ噴火の続くエトナ山か
らも人々がその注目すべき発明を見るために訪れた。われわれの芸術には、自然の
形態へ近づき、より自然らしくなるこの高貴な発明こそが必要であった。占代ギリシア
のアペレス、ゼウクシスや他の古代ギリシア人がここで再び命を取り戻したとすれば、
この新しい技術を目の当たりにして本当に驚いたに違いない。それは、好戦的な戦t
アキレスや他の古代の兵・L一が、今Hの激しく雷のように響く戦争に使われる火器を見
たときの驚きに匹敵するだろう。それは、錬金術師でもあったデンマークの僧バルトロ
デュス’シュワルッによって1354年に発明されたものだった．・，あるいは、その驚きは、ハ
ールレムが最初に発明したと自慢できる有用な本の印刷技術を古代の作家が見たのと
同じくらいのものであっただろう。ヤンが油彩画を発明したのは、確認できる妥当な情
報からすると、1410年であった、この発明がこれより100年後に起こったと述べている
点で、ヴァザーリやその出版者は誤っている、そういった誤解が生まれたのには様々な
理由があり、また、ある著述家が述べているように、ヤンは若くして死んだわけではな
いが、ヴァザーリの言うほどは長生きしたのではなかったこともわかっている、これ以上
この問題には触れないでおくが、これらの二人の兄弟はこの発明を用心深く隠し、多
くの美しい絵を共に、別々に、あるいは個人で描いた。しかしヤンは若かったにもか
かわらず、絵画において兄を凌いだ。二人の手になる最大かつ最重要の作品はゲント
の聖ヨハネ聖堂の作品である．この絵はディジョンのブルゴーニュ公ジャンの息r一で、
第31代フランドル伯のシャロレのフィリップによって依頼された．．彼の騎馬肖像は、この
作品の翼画に描かれている，ヒューベルトがこの絵を自分で始め、ヤンが引き続き完成
させたと考えるものもいるが、私見では彼らがそれを一一緒に始めて、制作途．ヒの1426
年、ヒューベルトが亡くなったものと思われる、というのも、彼はゲントのその教会に埋
葬されたからである。その墓碑銘については後述することにしよう。この作品の内側の
パネルの主題はヨハネの黙示録からとられ、長老たちによる《神秘の子羊の礼拝》が描
かれている．作品全体について言えることだが、この場面も圧倒されるような多くの細
部から構成され、きわめて精緻に描かれている。その作品の上には父とr一によって戴
冠されるマリアの像がある・キリストが手にト字架を持っており、それは中が透けて見
える水晶のように描かれ、金の飾り鋲や宝石などで装飾されている。そのような方法で
描かれたので、少なからぬ画家たちはこの王杓のような十字架を描くだけでも少なくと
も・一か月は必要であると考えた、聖母マリアの周囲には歌う小さな天使が描かれてい
るが、非常に優れた画才を発揮して描かれているので、彼らの顔の表情から、誰がソ
プラノで誰がアルトで、また、テナー、バスなのかが容易に伝わる，上部右側のパネル
にはアダムとエヴァがいて、アダムには戒律を破ったおののきが見て取れる、，彼は新し
い妻から林檎（通常は林檎が描かれる）ではなく、新鮮な無花果を渡されておびえてい
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るように見える、、このことからヤンが幾分かの学識をもっていたことが推測される、とい
うのも、モーセがその果物を特定していないので、アウグスティヌスや他の何人かの学
者たちは、イヴが夫に与えたのは無花果だったのではないかと考えているからである
罪を犯して裸であることに気付いた直後、彼等が体を覆ったのはリンゴの葉ではなく、
無花果の葉であったからである、もう一一方の翼画には、聖カエキリアが描かれていると
考えられる。さらに、内側のパネルには二枚の翼画があり、そのうちふたつの部分に
は、主要なパネルの物語と結び付く人物を含んでいる（と私は確信している）。他のパ
ネルには、馬上の人物がいる、すなわち、すでに述べたフランドル伯であり、またヤン
とヒューベルトの2人の画家がいる。ヒューベルトは年長者ゆえに弟の右側に位置してい
る，彼は弟に比べてかなり年上のように見える．彼の頭には、先端部に付けられた珍
しい毛皮の部分がヒがって、反り返った縁の付いた不思議な巾i仔が載っている．ヤン
はとても巧妙にできたターバンのような帽子を被っていて、それは後ろにたれドがってい
る、そして、黒い陣羽織のH．にメダルの付いた赤いロザリオを着けている。しかし、
全体を見てこの作品について述べると、その時代を考慮すれば、素描力、人物の身
振り、精神性、創意、明晰さ、精密さにおいてその絵は優れ、賞賛に値するものであ
る・、衣服の襲の表現はアルブレヒト・デューラーに似ており、色彩　　青、赤、紫
は退色せずにあらゆる物がはっきりとしていて、たった今塗られたように見え、他のす
べての絵画を凌ぐ、この熟練の画家は注意深い観察者であり、この作品において、高
名な著述家のプリニウスの以ドのような誤りを暴こうとさえしているようである。自然は
ひとりとして同じではない丁・人もの人物を生み川すが、これに匹敵することのできない
画家は、百人の人物を描くときでさえ、似かよった顔をいつも、もしくは、当然のように
描くとプリニウスは書き残した。というのも、この作品に描かれた約330人の中には、ど
の顔もひとつとして他のものには似ていないからである。これらの顔には神から授かっ
た誠実さや愛、献身など様々な感情を見て取ることができる。例えば、聖母マリアの日
からは、読んだ聖｝肖：の言葉が発せられているように見える、背景の風景には、異国風
で、普通は見られないようなたくさんの樹木がある，小さな植物も区別でき、ほとんど
数えられそうな人物が描かれ、また、馬の尻尾、たてがみ、地而の草は特に写実的で
精緻であるそれらは非常に細かく精巧に描かれているので、すべての画家によって
賞賛され、事実、すべての画家がそれを見て驚き、感嘆した　多くの偉大な君候や皇
帝、llもまた、大変喜んでそれを見た，第36代フランドル伯のフィリップEはその絵をと
ても切望していたが、ゲントの町の至宝を奪ってしまうことのないように、その絵をメー
ヘレンの画家ミヒエル・コクシーに模写させた，コクシーは見事にこの仕事をやり遂げた
また、そのような明るい吉はこの国ではr一に入らないので、王の懇請によりティツィアー
ノの力でヴェネツィアから運ばれた／コそれは、1’1然に発生したと言われ、ハンガリーの
ある山で見つけられ、トルコがこの国を荒らすより以前にはもっと容易に入手可能な藍
（ラピス・ラズリ）だった、聖母マリアの像のマントを描くために必要なわずかな量の藍で
さえ、32ドゥカーティかかった、コクシーは自分のやり方で幾つかの部分を変更した、彼
が描いた聖カエキリアは、幾分ぎこちなく、遥かに後ろに置かれている．この模写はス
ペインに送られた。オリジナルの絵には下部にプレデッラがf寸けられており、膠と卵白
の絵具で地獄が描かれているcその場而では、イエスの代理たるr羊に脆く地獄の
人々たちが描かれていたが、その絵が洗浄された時、それは凡庸な画家たちによって
消去されてしまった。これらの一Vvの兄弟がブルゴーニュ公とともに騎馬の姿で描かれ
ていたことが示すように、この兄弟はフィリップ公にとても・動llされ、また、敬愛されて
もいた。特にヤンは、彼の芸術性の素晴らしさと際立った知性のために同公の隠れた
相談役であったと考えられている，彼はアレキサンドロス大工がアペレスにしたように、
ヤンを常に自分の国に置くことを好んだ。ここで述べられてきたこの優れた絵画は、誰
でも見られるわけではなかった．、すなわち、その絵画は大貴族や教会の使川人に十分
な心付けを渡すもの以外には公開されなかった。時折、重要な祝祭日にも一・般に公開
されたが、あまりの人込みでその時には絵に近付くのが困難だった．なぜなら、絵が
展示された礼拝堂はあらゆる人々で終日ごった返していたからである．／ここでは、ちょ
うど夏に蜂や蝿がH’味につられて無花果や干葡萄の籠の1～訓に群がり飛びように、年
齢を問わず、若い画家も老齢の画家も、またあらゆる美術愛好家が絵の周囲に群がっ
ているのが見られた，聖ヨハネ教会の礼拝堂、すなわち後にアダムとエヴァと名付けら
れたこの礼拝堂の中には、ゲント出身の画家リュカス・ド・ヘーレの頒歌が絵の反対側
に掛けられていた，アレクサンドル格の詩行にするため、若十の変更を加えたが、そ
の詩をここに転載しよう．
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聖ヨハネ教会の礼拝堂にある絵画への賞賛と賛美
その絵は巨匠ヤンと呼ばれた画家によって描かれた、
彼はマーセイクに生まれ、正当にもフランドルのアベレスと呼ばれた
この頒歌を丁寧に読み、よく理解し、そして、その絵を見よ。
頒歌
すべての美術愛好家は、ここに来て、見よ。
このダイダロスの作品、財宝、高貴な品目を。
これに比べれば、クロイソスの莫大な富も感嘆に値しない。
それはフランドルを飾るための天からの賜物なのだから，
さあ、注意深く洞察力を持って
この絵の全ての特徴を観察しよう．
そうすれば、芸術の溢れる海を見つけるだろう
その中では全てが最も美しく見え、賞賛に値する。
天の父を観察し、ヨハネの顔に注日せよ、
マリアはどれほど優しく愛らしい印象を与えるだろう。
彼女の「1元は、書物を．一心に朗読しているようだ。
王冠やあらゆる装飾は、どれほど素晴らしく作られているだろう。
見よ、生きているままのアダムを、
どれだけ心をかき乱すかのように立っているかを。
これほど本物の肉体そっくりに描かれた身体を、
かつて誰が見たことだろう。
エヴァは甘いと知った無花果を優しく差し出し、
アダムはこの誘いを拒絶しているようだ、
全ての者は、天の愛らしい美少女たちによって喜びに満たされている。
巧妙に描かれた天使たちは、正しい旋律で歌っているように見える。
各々の異なる音声がどのようなものか分かる、
それぞれのIIやUが、それにふさわしく描かれているからだ。
しかし、それぞれの細部を賞賛しても限りがない。
細部はすべて高価な宝石であり、
各々が隣よりもずっと素晴らしく豪華だからだ。
まるで全てが生きていて、
絵画面から飛び出してくるように見えるからだ。
それは鏡のようであり、もはや絵画ではない。
見よ、長老たちがどれだけ立派で品性があるかを．
そして、ここに過去を綴じ込む全ての清く崇高な土地を、
画家たちも見よ、とりわけ、衣服の襲を。
時代を考慮すれば、その表現は見事である。
見よ、少女たちの容貌は皆を楽しませ、
彼女たちの謙譲さはわれわれの手本となるだろう。
翼画に注Flすれば、各々の王、君候や伯爵が大貴族に付き添われ、
誇り高く威厳を持って馬に乗っているだろう。
彼らにまじって、画家の姿も見えるだろう、
彼は、若いけれども、より優れており、絵画全体を完成させた。
彼は黒衣の上に赤いロザリオを付けている、
ヒューベルトは彼の兄と認められ、手前に位置している，
いつものような仕方で彼は制作を始めたが、
全てを破壊する死が彼の意志を消し去ったtt
彼は妹の傍らに埋葬され、ここに眠る，
彼女もまたその絵画芸術で多くの者を驚かせた、
おお、もう一度この絵を見よ、
至る所に描かれたそれぞれの顔貌は、いかに個性的なことか。
三百以ヒという膨大な数にのぼるのに、
そこに描かれたいかなる顔も、他と似ているものはない。
彼を讃えるために、さらに何が言えるだろう。
彼の色彩の輝きがあせることはない。
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．二百年ほど後でさえ、それらは生き続ける。
近年、そのような作品を見ることはほとんどない、
真の画家で本当に優れた巨匠であるとの名声が
当然、この画家のものとなった、
彼は、結局、画家になるための四つの特性を持っていた．．
有り余るほどの忍耐力、記憶力、理解力そして想像力である。
正確さは彼の忍耐強さ、冷静な特質を証明し、
優れた記憶力と理解力はあらゆる作品の中に認められる、
全ての身振りは規範を護り、節度と芸術性を備えて表されている。
そして、想像力によって、彼は物語画を正確にかつ巧みに描ぐ，
こうして、彼の素晴らしい名声はより一層高まっていくだろう。
なぜなら、Hを楽しませる他の絵画も、
より良い手本も無いような場所や時代に彼は活躍したからである。
ヤン・ファン・エイクが油絵具を発見したと、あるイタリア人は書いている，
それは信じるに足るだろうr
彼はヤンの三つの重要な作品に言及している。
それらは華麗なるフィレンツェ、ウルビーノ、そして、ナポリに展示されている。
このような重要で新しい芸術が、
まったく完全な形で始まったという驚くべき話を、
．’体、他のどこで耳にすることだろう，
この二人のマーセイク人の師が誰であったのか、誰にも分からない，
それに関しては情報が全く無し・のである：t
当然のことだが、ヤンはその生涯を通じ、
慈悲深い君」：、気高いフィリップ公の寵愛を得た．、
フィリップ公は彼に誠実で、とても好意的な態度で、
彼にネーデルラントの輝く宝石としての栄誉を授けた＝
彼の作品は様々なll；iでとても人気が高かったので、
この地方で、この祭壇1面以外の作品を見ることはほとんどできない．
ブリュージュに展示された他の作品と
イーペルにある未完のより優れた作品を除いてはtt
この気高い花は、このllヒを早く去った，
彼はマーセイクという寂しい街に生まれた，、
遺体は彼が投したプリュージュに眠る。
しかし、彼の名声は永遠に生き続けるだろう、
フィリップ公は、この絵をとても高く評価した、
（全ての、71派な芸術に興味を示したので）
彼は模写を作らせ、
それに四千ギルダーか、あるいは、ともかくも、それくらい支払った。
有名なミヒエル・コクシーがこの仕事のため、
．：年間をかけて、この礼拝堂で忙しく働いた，
彼は終始腕のいい職人としての名声を獲得し、かつ、増大させた．
この模写はスペインにある（そう伝えておこう）が、
前述したように、今では王が賛美する公共の記念物として、
ヴェンデドリーにある
ファン’エイクとコクシーの偉大な賞賛と名誉を讃えて．
敬具
リュカス・ド・ヘーレ
ゲントの絵画を完成させた後、ヤンはブリュージュに戻った。そこには彼の優れた手に
なる別な絵が、高貴な記憶として残されている．彼はたくさんの作品を制作し、商人た
ちはあちこちに彼の絵を運んでいった、画家たちはどこでも彼の絵を大いに賞賛し、真
似したいという強い嫉みと希望をもったが、どうすればこのような新しい技法が達成で
きるのかは誰にもわからなかった。幾人かの君候たちがこうした奇跡のような絵画を所
有してはいたが、この絵画技法はフランドルにとどまっていた。ウルビーノ公フェデリコ
r．世はきわめてIEI確にまた入念に制作されたヤンのく入浴図》をもっていたcフィレンツ
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エで、ロレンッかデ・メディチは《聖ヒエロニムス》や他の賞賛に値する作品を所有して
いた。また、フィレンツェの商人たちにより、非常に重要なヤンの作品がナポリのアルフ
ォンソ王のもとに送られた．そこには多数の人々が描かれていた、それは卓越した技
で描かれ、同王はそれをとても喜んだ。他と同じように、この作品を見るために多くの
画家たちが群れをなした：．イタリア人たちはそれをあくことなく眺め、あらゆる注意を払
ったものの、また、顔料と油が混合された強い匂いをかいだものの、彼らにその秘密
はわからなかった。シシリー島のメッシーナ出身のアントネッロなる画家が油彩画法の
知識を得ようと、フランドルのブリュージュに赴き、そこで学んだ後、それをイタリアに伝
えた．それは、彼の伝記で語った通りである。イープルの聖マルティヌス教会にはヤン
の作品があり、そこでは聖母とこれを礼拝する修道院長が描かれている。翼画は未完
成で、そこには聖母に関連するさまざまな表現が見られる。例えば、「燃える茨」や「ギ
デオンの羊」などである。これは人間の手になるというより、天が生んだものである。ヤ
ンはまたたくさんの肖像画を入念さと忍耐さをもって手がけ、しばしば、その背景には
正確で生き生きとした風景が描かれた。彼の下絵は他の画家と比べてずっとiE確でJ’
寧になされた。彼が描いた風景を伴う女性の肖像を見たのを、私はよく覚えている。
その作品は下絵が描かれるばかりなのだが、しかし、とても丹念に描かれていた。そ
れは私の師であるリュカス・ド・ヘーレの家にあったt／また、同じヤンは小さな絵を残し
たが、そこでは男と女が「忠誠」の力で結婚している場面が描かれているzこの小さな
絵はブリュージュの床屋がもっていたのだが、スペイン王フェリペの叔母のマリアがそ
れを見る機会があった，彼女はトルコとの戦いで落命したハンガリーのルートヴィッヒ王
妃である、芸術を愛好するこの王妃はこの作品を大層喜び、その絵の代わりとして、
年間100ギルダーの職をこの床屋に与えた。また、ヤンの手になる、とてもfE確で入念
に描かれた幾点かの素描も見た。ヤンは長生きし、ブリュージュで残し、聖ドナティア
ヌス教会に埋葬された。その教会の柱には彼の墓碑がラテン語で書かれている。
その卓抜な技量で名高いヤンはここに眠る。
そこには優美な絵画芸術の驚くような表現が見られた。
彼は呼吸する人間や花咲く植物のある大地を描き、
作品に生命を与えるものならなんでも描いたJ
それゆえ、フィデアスやアペレスさえも彼には屈しただろうし、
ポリュクレイトスも彼には劣っていた，
このような男を奪ってしまう運命を無慈悲と叫ぼう，
運命であっても、一一度決まったことは涙では変わらないt．／
さあ、彼が天国で永らえることを祈ろう。
前述したように、兄の墓はゲントの聖ヨハネ教会にある、壁に．一枚の石の板があり、死
の像が白い石の姿で登場している、彼は銅の板を手にし、そこには次のような墓碑が
フランドル語で書かれている、、
近づく．者は気をつけよ、
私はお前と同じだ。
いまや死んでこの下に埋葬されている，
公会議も芸術も医学も助けてくれなかった、
芸術、名誉、知恵、権力、大いなる資産も
死がやってくるとひとたまりもなかった，
いまや蛆虫の餌食となってはいるが、
私はヒューベルト・ファン・エイクと呼ばれ、
以前はよく知られ、芸術において高い栄誉が与えられた，
ひとかどのものであっても、時が経てば無に帰る、、
1426年9月1811、私は悲しみとともに霊魂を神に捧げる、
芸術を愛する君よ、私のために神に祈れ、、
その御許に近づくことができるようにと，
罪から逃れ、善きほうへ向げ，
私について来るように。
数年前、ネーデルラントの著名な画家たちを銅版のエングレーヴィングで収録した肖像
版画集がアントウェルペンで出版された。そこには、最初にこのふたりの兄弟が低地地
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方の高貴な絵画芸術の創始者として配されていた．肖像の隣、あるいは、下部にはリ
エージュ司教の事務長で芸術を愛し、また、芸術についての深い理解と経験をもつブ
リュージュの学識ある詩人ドミニクス・ランプソニウスによるラテン語の詩が付けられてい
た。私はこれらのふたりの賢い兄弟を讃えるため、それらの詩をわれわれ自身の言葉
で記載しておきたい．
画家ヒューベルト・ファン・エイクに
ヒューベルトとその弟よ、われらの美神の賞賛の歌が
あなたに贈られたに違いないz
それでも足りないなら、これを加えよう。
あなたの助けがあればこそ、あなたの弟子や弟はあなたを超えた。
ゲントの作品はこのことを教えてくれる。
フェリペ王は巧みな腕をもつコクシーにその模写をつくらせ、
彼の故郷のスペインに送らせた。
ヤン・ファン・エイクはまるで日分自身が語るように述べるt．
兄のヒューベルトとともに、最初にきれいな色彩に亜麻仁油を
どのように混ぜるかを示したのは私だ。
アペレスも気づかなかったこの新たな発見は
ブリュージュの富裕な人々を驚かせ、
その発明は瞬く間に全世界へと広まった。
＊本稿はカーレル・ファン・マンデルが1604年に出版した「絵画割の・部をなす、いわゆる「北
　方画家伝」中のファン・エイクに関する記録の試訳である．同画家伝は、現在、東北大学の
　尾崎彰宏氏と筆者を叩心とした共同作業により日本語訳が進められており、すでに尾崎氏の
　手になる一部の翻訳は公1：1」されている　なお、最終的には必要に応じて訳註が付けられる
　r定であるが、本稿では・切付けられていない
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